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ほか全３９議案を審議

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
世
代
間
の
交
流
機
会
を

創
出
し
、
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
市

民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
旧
Ｊ
Ａ
本
店
跡
地
に
、

多
世
代
交
流
施
設
の
設
計
・
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

施
設
内
に
は
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
温
浴
施
設
、
子
育

て
応
援
施
設
、
ス
タ
ジ
オ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な

ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
72
号
施
設
整
備
工
事　
多
世
代
交
流
施
設

（
市
民
プ
ー
ル
等
）（
週
休
2
日
）
請
負
契
約

多
世
代
交
流
施
設（
市
民
プ
ー
ル

等
）の
設
計・建
設
が
始
ま
り
ま
す

このようなことが決まりました
令和８年 第２回 定例会（6月11日～6月29日）

	 市長提出議案	 ３８件
	 議員提出議案	 １件

令和８年第２回定例会を６月１１日から６月２９日まで開催しました。
市長提出議案３８件のうち、人権擁護委員候補者の推薦１件は異議なしと決定し、
農業委員会委員の任命を含む３７件はいずれも原案のとおり同意・承認・可決しま
した。また、議員提出議案１件も賛成多数で可決しました。

▷関連４～５ページ
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市民館整備を含む補正予算

委
員
会
で
の
発
言
取
り
消
し
を
繰
り
返
し
、
反
省
し
て

い
な
い
旨
の
発
言
を
行
っ
た
小
川
貴
夫
議
員
に
対
し
、

こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
い
て
猛
省
を
促
す
と
と
も
に
、
厳

格
に
自
ら
を
律
し
、
誠
実
な
反
省
を
行
動
で
示
す
よ
う

強
く
求
め
る
問
責
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
65
号
産
業
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

問
責
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

産
業
会
館
の
指
定
管
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た

中
小
企
業
の
振
興
と
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
り
、

産
業
振
興
の
拠
点
と
な
る
田
原
市
産
業
会
館
の
指
定
管

理
者
が
、
田
原
市
商
工
会
に
決
定
し
ま
し
た
。
期
間
は

令
和
8
年
9
月
1
日
か
ら
令
和
11
年
3
月
31
日
ま
で
の

2
年
7
カ
月
で
す
。

決
議
案
第
１
号
小
川
貴
夫
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

▷
関
連
15
ペ
ー
ジ
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議
案 

№
61

初
任
給
調
整
手
当
等
の
創
設

問	

現
時
点
で
は
最
低
賃
金
を
下
回
る
こ
と

が
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
条
例
改

正
を
行
う
理
由
は
。

答	

近
年
、
最
低
賃
金
の
継
続
的
な
引
き
上

げ
が
さ
れ
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て

最
低
賃
金
の
上
昇
等
に
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
給
与
制
度
と
し
て
整
備
す

る
も
の
。

議
案 

№
62

市
税
条
例
の
一
部
改
正

問	

免
税
点
引
き
上
げ
に
よ
る
税
収
へ
の
影

響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

答	

本
市
の
固
定
資
産
税
全
体
の
0
・
06
％

に
と
ど
ま
り
、減
収
と
は
な
る
も
の
の
、

市
全
体
の
税
収
へ
の
影
響
は
大
き
く
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
案 

№
63

市
営
住
宅
の
入
居
資
格
、
要
件
お
よ
び
手
続

き
の
見
直
し

問	

連
帯
保
証
人
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
家

賃
の
滞
納
額
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は

と
懸
念
す
る
が
、
家
賃
滞
納
を
増
や
さ

な
い
た
め
の
対
策
は
。

答	

法
令
等
の
規
定
に
従
っ
て
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
旨
の
説
明
を
丁
寧
に
行
い
、

家
賃
の
滞
納
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

個
々
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ

て
、
家
賃
の
納
付
指
導
や
臨
戸
徴
収
を

行
う
こ
と
で
適
切
に
家
賃
徴
収
を
行
っ

て
い
く
。

議
案 

№
65

産
業
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

問	
今
回
の
任
意
指
定
で
得
ら
れ
る
効
果

は
。

答	

田
原
市
商
工
会
の
常
駐
に
よ
り
即
時
支

援
、
伴
走
型
支
援
の
強
化
、
マ
ッ
チ
ン

グ
の
促
進
、
創
業
支
援
の
一
体
化
と

い
っ
た
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
市
内
事

業
者
の
成
長
に
直
結
す
る
体
制
が
整

う
。

（
6
／
22　
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
60

専
決
処
分
の
承
認

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

問	

基
礎
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を
１
万
円

引
き
上
げ
た
考
え
方
は
。

答	

中
間
所
得
世
帯
の
負
担
増
加
に
配
慮

し
、
負
担
の
公
平
性
を
図
る
も
の
。

問	

限
度
額
を
超
過
す
る
世
帯
や
税
収
へ
の

影
響
は
。

答	

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
約
7
・
8
％

に
あ
た
る
約
6
8
0
世
帯
が
負
担
増
と

な
り
、
税
収
は
約
6
7
6
万
円
の
増
額

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

議
案 

№
66

田
原
中
学
校
屋
内
運
動
場
等
空
調
整
備
工
事

問	

工
期
が
令
和
9
年
2
月
15
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
使
用
で
き
な

い
期
間
は
。

答	

9
月
初
旬
か
ら
1
月
末
ま
で
で
あ
る
。

問	

屋
内
運
動
場
等
が
使
用
で
き
な
い
期
間

中
の
授
業
や
行
事
な
ど
、そ
の
対
応
は
。

答	

総
合
体
育
館
お
よ
び
近
隣
の
小
学
校
等

を
利
用
す
る
ほ
か
、
屋
内
運
動
場
等
で

▪
令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

35
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

(

福
井
　
尚
支
　
氏)

36˜58
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

59
専
決
処
分
の
承
認

（
市
税
条
例
の
一
部
改
正
）

60
専
決
処
分
の
承
認

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

61
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

62
市
税
条
例
の
一
部
改
正

63
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

64
市
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の一部
改
正

66
屋
内
運
動
場
等
空
調
設
備
整
備
工
事

田
原
中
学
校
（
週
休
2
日
）
請
負
契
約

67
校
舎
棟
等
解
体
工
事
　
旧
泉
中
学
校

（
週
休
2
日
）
請
負
契
約
の
変
更

68
水
槽
車
購
入
契
約

69
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
（
Ｂ
2
級
）

購
入
契
約

71
空
調
設
備
改
修
工
事
　
田
原
文
化
ホ
ー
ル

（
週
休
2
日
）
請
負
契
約

72
施
設
整
備
工
事
　
多
世
代
交
流
施
設

（
市
民
プ
ー
ル
等
）（
週
休
2
日
）

請
負
契
約

指
定
管
理
者
の
指
定

65
産
業
会
館
（
田
原
市
商
工
会
）

令
和
8
年
度
補
正
予
算

70
一
般
会
計
（
第
1
号
）

▪
追
加
議
案

議
案
番
号

議
員
提
出
議
案

決議1
小
川
貴
夫
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

※	

議
案
番
号
欄
が
白
の
議
案
は
、

	

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
で
す
。

▽	

関
連
15
ペ
ー
ジ

議案に対する
委員会・本会議での

議員の質疑・意見です

主な質疑
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行
う
授
業
の
実
施
時
期
を
調
整
す
る
な

ど
、
生
徒
の
授
業
や
活
動
に
支
障
が
な

い
よ
う
、学
校
が
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

議
案 

№
67

旧
泉
中
学
校
校
舎
棟
等
解
体
工
事
の
変
更

問	

変
更
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答	

土
砂
の
流
出
防
止
対
策
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、の
り
面
保
護
効
果
が
高
く
、

今
後
の
維
持
管
理
の
向
上
も
図
る
こ
と

が
で
き
る
防
草
シ
ー
ト
を
敷
設
す
る
工

法
へ
変
更
し
た
た
め
。

問	

解
体
工
事
で
発
生
し
た
処
分
材
に
つ
い

て
、
処
分
量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
理

由
は
。

答	

工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
実
績
数
量
を

確
認
し
、
残
工
事
分
の
発
注
材
処
分
量

を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
の
設
計
数

量
を
下
回
る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
。

議
案 

№
71

田
原
文
化
ホ
ー
ル
空
調
設
備
改
修
工
事

問	

文
化
ホ
ー
ル
の
空
調
方
式
を
水
冷
方
式

か
ら
空
冷
方
式
に
変
更
し
た
理
由
は
。

答	

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
で
約
5
％
の
費
用
を

削
減
で
き
る
見
込
み
か
ら
、
空
冷
式
を

採
用
す
る
。

問	

文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
が
で
き
な
く
な
る

期
間
は
。

答	

来
年
の
1
月
中
旬
か
ら
5
月
末
ま
で
の

約
4
カ
月
半
と
な
る
。

（
6
／
22　
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
70

令
和
8
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

問	

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
報
酬
に
係
る

シ
ス
テ
ム
改
修
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答	

速
や
か
に
契
約
を
締
結
し
、
7
月
中
に

は
シ
ス
テ
ム
改
修
に
着
手
、
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

問	
改
修
に
よ
る
事
業
所
へ
の
影
響
は
。

答	

7
月
中
に
シ
ス
テ
ム
改
修
が
完
了
す
る

予
定
の
た
め
、
事
業
所
へ
の
影
響
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

障
害
児
等
支
援
事
業

問	

当
初
で
は
な
く
、
6
月
補
正
予
算
で
必

要
に
な
っ
た
理
由
は
。

答	

今
年
の
2
月
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
と

な
る
疾
病
を
発
症
し
た
児
童
が
い
て
、

そ
の
児
童
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
看
護
師
配
置
が
必
要
と
な

り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
補
正
予
算
を

計
上
し
た
。

ご
み
減
量
・
資
源
化
推
進
事
業

問	

原
材
料
費
の
高
騰
に
伴
い
、
市
民
が
購

入
し
て
い
る
ご
み
袋
の
金
額
は
値
上
が

り
す
る
の
か
。

答	

現
在
の
よ
う
に
急
激
に
原
材
料
費
が
高

騰
し
、先
行
き
が
不
透
明
な
状
態
で
は
、

適
正
な
販
売
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
今
回
の
補
正
予
算
計

上
に
伴
う
指
定
ご
み
袋
の
販
売
価
格
の

値
上
げ
は
行
わ
な
い
。

問	

令
和
8
年
度
の
ご
み
袋
は
予
定
枚
数
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答	

補
正
後
の
予
算
額
に
お
い
て
、
本
年
度

分
の
予
定
枚
数
の
製
造
、
供
給
は
可
能

と
製
造
業
者
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

担
い
手
支
援
事
業

問	

新
規
就
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、
国
の

新
規
事
業
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
の
特
徴
は
。

答	

過
去
に
経
営
発
展
支
援
事
業
等
を
活
用

し
た
方
で
あ
っ
て
も
、
認
定
新
規
就
農

者
の
認
定
を
受
け
る
際
に
作
成
し
た
計

画
を
達
成
で
き
た
方
、
も
し
く
は
そ
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

支
援
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
が
一
番

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

市
民
館
整
備
事
業

問	

田
原
南
部
市
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
の
完

成
予
定
は
。

答	

10
月
上
旬
か
ら
工
事
の
着
手
を
行
い
、

来
年
5
月
末
頃
に
完
成
す
る
見
込
み
で

あ
る
。

問	

完
成
が
遅
れ
る
こ
と
を
、
市
民
館
を
利

用
す
る
地
元
の
方
に
ど
の
よ
う
に
周
知

す
る
の
か
。

答	

今
年
の
5
月
に
今
回
の
補
正
予
算
が
必

要
な
た
め
、
完
成
が
遅
れ
る
こ
と
の
説

明
を
行
い
、
承
知
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
6
／
23　
予
算
決
算
委
員
会
）

▽
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
化
と
大
幅
引
き

上
げ
、
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
と
公
正

取
引
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情	

他
7
件

　

文
教
厚
生
委
員
会
お
よ
び
総
務
産
業
委

員
会
で
陳
情
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
た
結
果
、

全
て
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※
陳
情
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
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動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 5歳児健康診査後に適切な支援につなげることが
重要と考えるが、本市のフォローアップ体制につ
いてどのように考えているか。

答 	 心理士による発達相談や保育園、こども園の巡回
相談、子育て相談窓口の設置、さらには就学前の
授業参観や就学相談などを実施している。これら
の既存事業の充実を図り、就学に向けた切れ目の
ない支援を実施できると考える。

問 	 子どもの発達状況の把握や保護者支援、就学に向
けた切れ目のない支援の充実を図る上で5歳児健
康診査は有効な取り組みであると考える。5歳児
健康診査の実施に向けた今後の考えは。

答 	 関係機関との協議を進めるとともに、先進自治体
の情報収集や近隣自治体の取り組みを参考にしな
がら、5歳児健康診査の実施に向けた検討を進め
ていきたい。

問 	 災害発生時に自治体が設置する福祉避難所の中で
妊産婦や乳幼児の安全確保などに特化した母子専
用避難所を整備する自治体が広がりつつある。妊
産婦が抱えるニーズは幅広く、支援の遅れが命に
直結することもある。妊産婦や乳幼児が安心して
避難できる専用避難所をどのように考えている
か。

答 	 専用避難所の設置は、助産師や看護師による医療
面や健康面のサポート体制などの課題も多く難し
いが、女性や子育て家庭のニーズに配慮した運営
に努めている。今後も妊産婦や乳幼児に配慮した
避難所環境の確保について検討していく。

実施に向けた検討を進めたい

5歳児健康診査の実施に向けた考えは
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中
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5歳児健康診査について 妊産婦・乳幼児の専用避難所について

ここが聞きたい

一般質問
一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに市
の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第103号（2026年7月）

問 	 空き家対策について、高い施策効果を発揮してい
くための取り組みの考え方は。

答 	 第2次田原市空家等対策計画の基本理念である、
総合的な空き家等対策の推進による市民の生活環
境の保全と安心・安全な暮らしの確保に向け、今
後10年にわたり6つの基本施策に基づく取り組み
を進めていく。また、新たに目標指標を計画に定
めており、協議会において進捗評価と効果検証を
行いながら、空き家問題に柔軟に対応していく。

問 	 空き家の所有者等に対する、空き家の利活用・流
通の促進に向けた働きかけは。

答 	 電話で空き家バンクへの登録等の呼びかけを行っ
たことで実績増加につながったため、今後も空き
家所有者等への個別・直接的な働きかけを継続的
に行っていく。

問 	 空き家・空き地バンク制度の今後の運用体制につ
いて、外部団体等への委託も視野に入れた検討は。

答 	 他自治体の成功要因を分析しつつ、本市の実情に
合った最適な運用体制を検討していく。

問 	 市街化調整区域の空き家解体について、補助制度
を見直し、重点的に支援する考えは。

答 	 倒壊の危険性や周辺への悪影響が切迫している空
き家の解体促進に主眼を置きつつ、関連する施策
との整合性や地域特性、所有者の経済的負担等を
勘案しながら見直しを進める必要があり、市街化
調整区域内の空き家所有者への支援強化について
も検討要素の一つと考えている。

問 	 空き家無料相談のリモート対応は。
答 	 リモート相談は高齢者や障害者、遠方に住んでい

る所有者等にとって有効な手段となるため、無料
相談を実施していただいている行政書士会や宅建
協会の意見を聞きながら検討していく。

空き家対策について

支援強化についても検討要素の一つである

市街化調整区域の空き家解体支援の考えは

動画へ
GO

一般質問
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P 6 辻
つじ

　　史
ふみ

子
こ

5歳児健康診査について
妊産婦・乳幼児の専用避難所について

P 7 真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

空き家対策について
P 8 古

ふる

川
かわ

　幸
ゆき

宏
ひろ

観光施策について
P 8 内

ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

地域包括ケアシステムのさらなる推進について
P 9 内

ない

藤
とう

　　浩
ひろし

異常渇水を踏まえての上水道の今後の取り組みについて
P 10 中

なか

野
の

　哲
あき

伸
のぶ

生命や安全を守るための防災情報について
P 10 山

やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

農業の持続的な発展について
P 11 中

なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

自治体DX推進について
地域経済の担い手創出について

P 12 鈴
すず

木
き

　和
かず

基
もと

新たな防災気象情報について
消防吏員の充足について

P 12 小
お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

結婚支援について
P 13 小

お

川
がわ

　金
きん

一
いち

今後の給食センターの在り方と食育推進について
P 14 岡

おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

市の特性を生かしたまちづくりについて
人口減少・少子高齢化を踏まえたまちづくりについて

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

問	

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
、
ま

た
、
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
介
護
予
防
等
を
目
的
と

し
た
通
い
の
場
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答	

高
齢
化
率
が
市
内
で
最
も
進
ん
で
い
る
、
蔵
王
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
住
民
主
体
に
よ
る
通
い
の
場
が
設
置
さ
れ
、
総
合

事
業
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
要
支
援
者
等
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
継
続
し
て
活
動
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

問	

高
齢
者
の
地
域
に
お
け
る
移
動
を
支
え
る
仕
組
み
の
取
り
組
み
は
。

答	

地
域
公
共
交
通
会
議
や
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
で
高
齢
者

等
の
現
状
を
共
有
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
地
域
に
お
け
る

移
動
を
支
え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
昨
年
度
か

ら
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
運
行
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
証
実
験
も
開

始
さ
れ
る
。

問 	 観光客を市内での宿泊や周遊につなげるための取
り組みは。

答 	 観光団体や観光事業者等と密に連携しながら、地
域資源を活用した体験プログラム等の磨き上げと
情報発信、観光人材の育成を推進し、田原市内の
豊富な観光資源をテーマやストーリーでつなぎ、
市内での宿泊や周遊につなげられるよう取り組ん
でいる。

問 	 広域観光の取り組みは。
答 	 県と市町村・観光団体等が連携した首都圏での観

光商談会や、愛知の公式観光サイト等での多言語
による情報発信を行っているほか、三河湾の観光
利用を目的とした商談会や旅行会社へのセールス
などを実施している。各地域に点在する観光資源
をつなぎ、エリアとしての魅力をさらに高めてい
くことが大切であると考え、広域観光への積極的
な参画に努めている。

問 	 観光人材育成の具体的な取り組みは。
答 	 市民提案企画の活用や、たはら巡り～なの体験プ

ログラム主催者の育成、観光事業者等と連携した
おもてなしガイド養成などにも取り組んでいる。
今年度は新たに情報発信勉強会を開催し、自ら情
報発信できる観光人材の育成を図っていく。

問 	 広域連携を生かしたインバウンド誘客の取り組み
は。

答 	 本年度は台湾およびタイの旅行会社を招き、本市
の魅力を体感してもらうほか、タイのインフルエ
ンサーによる情報発信事業にも取り組んでいく。

観光施策について

体験プログラム主催者の育成や情報発信勉強会を開催し、
観光人材の育成を図る

観光人材育成の具体的取り組みは

自由民主党田原市議団
古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

 
小

お

川
がわ

  金
きん

一
いち

山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

真
ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

新政田原自民クラブ
中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

村
むら

上
かみ

  誠
まこと

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

市民クラブ
柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

公明党田原市議団
辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

青嵐会
岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

国民民主党田原市議団
中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

空のひばり会
中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

認
知
症
当
事
者
が
安
心
し
て
語
り
合
え
る
場
等

を
増
や
し
て
い
く

当
事
者
の
声
を
発
信
す
る
機
会
を
増
や
し
、

認
知
症
施
策
に
生
か
す
た
め
の
考
え
方
は

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

自由民主党田原市議団



9
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問 	 今回の渇水への対応状況と評価、今後の備えは。
答 	 節水対策については、豊川用水節水対策協議会の

給水制限の決定に沿って実施した。本市では田原
市渇水対策本部設置要綱に定めた水道用水給水制
限に応じた対策を実施した。評価については、愛
知県から要請された給水制限の率に応じた目標水
量を守れなかった日は、243日に及ぶ節水期間の
うち累積11日あったが、総受水量では目標を達成
することができた。全庁を挙げての広報活動もあ
り市民の皆様の危機意識の高まりにより節水行動
が浸透し、断水に至らなかったことを大きな成果
と捉えている。今後の備えについては、ハード対
策として老朽化する施設や管路に対して、点検や
補修による維持管理および更新による適正化を計
画的に進めていく。ソフト対策として、早い段階
から情報発信や節水への呼びかけ等、今回の取り
組みのプロセスを取組ガイドとして次回以降の備
えとする。

問 	 限られた水資源の有効活用と漏水対策は。
答 	 本市の有収率は、令和6年度86.48％で、無効水

量を減らすため漏水調査等を実施している。本市
の上水道管路延長は約701キロメートルあり、ほ
とんどが地中に埋設されているため、漏水箇所の
特定が困難である。令和7年度に実施した衛星画
像解析による調査で、半径100メートル範囲で漏
水の可能性のある領域を171カ所に絞り込めた
が、管路総延長は81.8キロメートルになる。本年
度から、その調査結果を基に現地で音聴調査を実
施し、計画的に修繕を実施していく。

異常渇水を踏まえての上水道の今後の取り組みについて

今回の取り組みのプロセスを取組ガイドとして次回以降への備
えとする

今回の渇水を踏まえた今後の備えは

問	

認
知
症
施
策
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

答	

認
知
症
当
事
者
に
よ
る
講
演
会
と
映
画
の
上
演
を
実
施
し
、
参

加
者
か
ら
は
、「
認
知
症
を
他
人
事
で
な
く
自
分
事
と
し
て
捉
え

直
す
機
会
と
な
っ
た
」
と
の
声
を
多
く
頂
き
、
成
果
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。

問	

認
知
症
当
事
者
の
声
を
発
信
す
る
機
会
を
増
や
し
、
認
知
症
施

策
に
生
か
す
た
め
の
今
後
の
市
の
考
え
方
は
。

答	

認
知
症
当
事
者
が
安
心
し
て
語
り
合
え
る
場
や
認
知
症
当
事
者

の
声
を
発
信
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

問	

次
期
高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
認
知
症

の
方
へ
の
社
会
参
加
や
活
躍
の
場
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
計

画
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

答	

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
意
見
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
地
域
と
つ
な
が
り
を
持
ち
自
分
の
能
力
や
経

験
を
生
か
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
視
点
を
取
り
入
れ

計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

令和8年7月1日付で「新政田原自民クラブ」から「田原自民
クラブ」に名称が変更になりました。

動画へ
GO

新政田原自民クラブ
内
ない

藤
とう

  浩
ひろし
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 地震や大雨などの災害が発生したとき、または発
生するおそれがあるときなど、市からさまざまな
方法で防災情報を発信しているが、市民や来訪者
への緊急時の情報伝達について市の考えは。

答 	 情報の受け手や災害の種別、気象条件などによっ
て効果的な伝達手段が異なるため、複数の手段に
より発信することが望ましいと考えている。現在、
本市では防災行政無線をはじめ、ホームページや
安心安全ほっとメール、防災アプリ、防災行政無
線の放送を聞くことのできる戸別受信機などによ
り防災情報を発信している。今後も引き続き、防
災行政無線の確実な運用を行うとともに、安心安
全ほっとメールや防災アプリの普及、スマート
フォンなどを持っていない世帯への戸別受信機の
貸与など、市民に少しでも早く正確な情報が伝わ
るよう、伝達手段の多重化に努めていく。

問 	 情報の受け手である市民の考えや思いと、情報の
発信者である市側の認識を擦り合わせ、お互いの
認識を埋めていく必要があると思うが、どのよう
に考えるか。

答 	 現在、安心安全ほっとメールは約１万3千件、防
災アプリは約8千件の登録があり、年々伸びては
いるが、十分に浸透しているとは言い難い状況で
あると考えている。情報の受け取り方については、
考え方や意見はさまざまであることから、自主防
災会と情報交換するなど協力を得ながら多くの意
見に耳を傾け、市民に正確な情報が伝えられるよ
う、効果的な情報伝達に努めていく。

生命や安全を守るための防災情報について

伝達手段の多重化に努めていきたい

市民や来訪者へ緊急時の情報伝達について

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
い
て

問	

農
産
物
の
合
理
的
な
費
用
を
考
慮
し
た
価
格
形
成
と
農
業
経
営

体
の
強
化
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答	

食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
き
、
生
産
に
要
す
る
資
材
費
や
労
務

費
な
ど
の
生
産
コ
ス
ト
が
、
適
切
に
取
引
価
格
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
で
、
農
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

問	

食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
き
価
格
形
成
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ

る
こ
と
で
、
市
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
。

答	

広
報
活
動
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
、
食
品
等
の
持
続
的
な
供

給
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
に
関
し
て
、
関
係
者
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
施
策
の
実
施
に
関
す
る
協
力
に
努
め
る

こ
と
で
あ
る
。

問	

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組

み
の
方
向
性
は
。

答	

農
業
者
の
ニ
ー
ズ
や
経
営
課
題
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

空のひばり会

 
小

お

川
がわ

  金
きん

一
いち

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

真
ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

村
むら

上
かみ

  誠
まこと

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

市民クラブ
柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

公明党田原市議団
辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

青嵐会
岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

国民民主党田原市議団
中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

令和８年７月１日付で「空のひばり会」から「田原自民クラブ」
に所属が変更になりました。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入

支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
は

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
在
り
方
を

研
究
し
て
い
く

自由民主党田原市議団
山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第103号（2026年7月）

問 	 住民情報の不一致や更新漏れなどの課題につい
て、市の考える対策は。

答 	 自治体情報システムの標準化本番移行前に十分な
検証を行い、データの点検、修正を徹底すること
で、正確な情報で安定した運用を行っていく。

問 	 デジタル人材の育成方法についての考え方は。
答 	 組織全体のデジタルリテラシーの向上や業務改革

能力の底上げを図り、市民サービスの継続的な向
上を目指していく。

問 	 公式LINEのセグメント配信機能や電子申請など
が可能になる機能拡充を導入する考えは。

答 	 導入費用や既存システムとの連携など、総合的に
判断しながらLINE機能の拡充について検討して
いきたい。

問 	 これまでの創業支援や地域経済の担い手確保に向
けた取り組みについて、どのような成果指標で評
価しているのか。

答 	 デジタル田園都市国家構想田原市総合戦略におけ
る具体的施策として、創業支援、人材育成が盛り
込まれ、創業者数を重要業績評価指標として評価
している。

問 	 小中学校のふるさと学習において、高校生や大学
生との連携について、今後の市の考えは。

答 	 小中学生に身近なロールモデルとなる高校生や大
学生と連携することを考えている。

機能拡充について総合的に判断しながら検討していく

LINE機能拡充を導入する考えはあるか

問	

担
い
手
確
保
に
つ
な
が
る
農
地
の
集
積
・
集
約
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

答	

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
本
年
２
月
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
農
地

の
貸
し
借
り
の
状
況
が
確
認
で
き
る
、
未
来
の
農
地
マ
ッ
プ
の

運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

問	

農
業
施
設
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答	

本
市
で
は
、
国
の
事
業
を
活
用
し
て
、
台
風
等
の
自
然
災
害
に

備
え
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
補
強
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
補
助
事
業
を
活
用
し
つ
つ
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
自
然
災
害
に
強
い
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問	

遮
熱
資
材
な
ど
、
高
温
対
策
資
材
の
導
入
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
は
。

答	

近
隣
自
治
体
の
先
進
事
例
の
調
査
や
、
国
の
補
助
事
業
活
用
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

自治体DX推進について 地域経済の担い手創出について

動画へ
GO

国民民主党田原市議団
中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。

田　原　市
LINE公式アカウント
友だち募集中！友だち募集中！

「友だち登録」方法

市のイベントや講座情報、生活に関する情報など
田原市の最新情報をお届けしています。
ぜひチェックしてみてください！

QRコードを
スキャン

友だち追加
ボタンを選択 「@tahara_city」で検索し、

友だち追加ボタンを選択

田原市の情報を
簡単にゲット！
登録も無料！広報秘書課　ＴＥＬ：２２－０１３８

①QRコードで友だち登録！ ②友だち検索で登録！

友だち追加画面の
検索ボタンを選択
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 全市民に正しく理解してもらうための周知が重要
だと考えるが、その対応は。

答 	 防災事務連絡会や自主防災活動推進協議会の場
で、コミュニティ協議会長や自主防災会長、防災
リーダーなどに情報提供を行ったほか、防災リー
ダー研修会では、ＣＢＣテレビの気象予報士を招
き、新たな防災気象情報をテーマに講演しても
らった。今後もさまざまな機会を捉えて、継続的
に市民へ周知していきたい。

問 	 現在の消防吏員の状況をどのように認識し、今後
強固な消防体制を維持していくための充足に向け
た取り組みは。

答 	 市民の安心・安全を確保するためには、消防吏員
の充足は必要不可欠であると認識しており、活動
紹介や就職説明会への出展などで、職場の雰囲気
や消防業務の魅力発信に努め、本市消防本部のＰ
Ｒを積極的に行っていく。

問 	 女性消防吏員の採用方針と、安心して長く活躍で
きる職場とするための受け入れ環境整備は。

答 	 女性消防吏員の割合について、引き続き向上を
図っていく必要があると認識をしており、やりが
い等が伝わるよう積極的な情報発信に努め、女性
受験者の確保につなげていく。また、受け入れ環
境の整備については、資機材の軽量化や電動化を
進めるとともに、施設面においても女性消防吏員
の勤務実態を踏まえながら、安心して勤務できる
環境整備に取り組んでいる。

消防業務の魅力発信、勤務環境の整備を進め、
安定的な職員確保に取り組む

消防吏員の充足についての認識と
今後の取り組みは

結
婚
支
援
に
つ
い
て

問	

田
原
市
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
会
員
登
録
者
数
1
0
0
名
を
目

標
と
す
る
中
で
、
女
性
登
録
者
を
増
や
す
た
め
の
周
知
方
法
は
。

答	

女
性
の
割
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
医
療
や
介
護
関
連
の
事
業
所

と
連
携
し
て
、
市
内
外
に
周
知
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

問	

農
業
団
体
や
商
工
業
団
体
、
医
療
・
介
護
関
連
事
業
所
な
ど
で

協
議
会
を
つ
く
り
、
情
報
共
有
を
す
る
考
え
は
。

答	

協
議
会
と
い
う
形
で
設
置
を
す
る
考
え
は
な
い
が
、
情
報
共
有

の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
ま
ず
は
各
団
体
と
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問	

委
託
業
務
の
次
回
以
降
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答	

現
時
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
今
後
生
じ
る
課
題
を
次
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

新政田原自民クラブ
鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

 
小

お

川
がわ

  金
きん

一
いち

山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

真
ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

村
むら

上
かみ

  誠
まこと

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

市民クラブ
柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

公明党田原市議団
辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

青嵐会
岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

国民民主党田原市議団
中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

空のひばり会
中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

新たな防災気象情報について 消防吏員の充足について

医
療
や
介
護
関
連
の
事
業
所
と
連
携
し
て
周
知

を
図
る

女
性
登
録
者
を
増
や
す
た
め
の

考
え
は

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

自由民主党田原市議団

令和８年７月１日付で「新政田原自民クラブ」から「田原自
民クラブ」に名称が変更になりました。
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第103号（2026年7月）

問 	 給食センター方式と食育推進計画との整合性につ
いて、どの程度、整合していると評価するか。

答 	 高度な施設・設備というハード面と、各学校にお
ける丁寧なソフト面の取り組みを融合させること
で質の高い食育を展開しており、計画に掲げる理
念や各施策の目標と整合していると評価する。

問 	 給食センターの稼働率は７割にとどまり、少子化
が進む状況において、今後の給食センターの運営
をどのように持続可能なものにしていくのか。

答 	 少子化の規模に見合った最適な運営体制や民間活
用の在り方について多角的に検討を進め、適正な
コスト管理による財政負担の軽減を図りつつ、給
食センターの強みである効率的な大量調理や地元
食材の購入のしやすさ、高度な衛生管理システム
を生かした持続可能な次期運営手法を構築してい
く。

問 	 自園給食を行う民間園から園の特色として自園給
食による食育の充実を求める声が上がった場合、
市の対応は。

答 	 自園給食の割合を変更したいという希望が民間園
からあれば、その内容をよく伺い、現在、市で取
り組んでいる給食費無償化制度への影響など他園
とのバランスや公平性も十分考慮し、柔軟に対応
したいと考えている。

問 	 次期食育推進計画策定時の若者意見の取り入れに
ついて市の考えは。

答 	 次期計画の策定に当たっては、機会を捉えて高校
生から意見を聴取するなど、若者の声を反映した
計画づくりに努めたいと考えている。

今後の給食センターの在り方と食育推進について

持続可能な次期運営手法を構築する

田原市給食センターの今後の在り方と
食育推進について

問	

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
所
得
制
限
や
年
齢
制
限
を
撤
廃
す

る
考
え
は
。

答	

こ
の
補
助
制
度
は
本
市
独
自
で
行
っ
て
い
る
制
度
で
は
な
い
た

め
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
制
限
に
対
し
て
撤
廃
や
緩
和
を
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問	

結
婚
支
援
は
人
口
増
加
施
策
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

人
口
増
加
施
策
に
関
す
る
事
業
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
く
た

め
に
、
企
画
部
の
企
画
課
で
担
当
で
き
な
い
か
。

答	

本
市
に
お
け
る
結
婚
支
援
は
、
必
ず
し
も
人
口
増
加
施
策
に
特

化
し
た
取
り
組
み
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
結
婚
を
希
望

す
る
方
の
人
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
あ
り
、
地
域
福
祉
課

で
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
る
。

動画へ
GO

自由民主党田原市議団
小

お

川
がわ

  金
きん

一
いち

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。
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動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 浜松湖西豊橋道路整備に伴うまちづくりの方向性は。
答 	 愛知県から示された強

きょう

靱
じん

で信号のない道路「伊良
湖クリスタルライン」の整備により、災害時の孤
立防止と円滑な救援活動、速達性・定時性の向上
による物流支援および広域観光、地域間交流の促
進や救急搬送の時間短縮等を図る。また、豊橋鉄
道渥美線へのアクセスのしやすさや、買い物等の
利便性、災害に対する安全性などを踏まえ、市街
化区域に隣接している神戸、豊島町の天白、梅硲
地区、渥美支所北に位置する古田地区に居住誘導
を図る。

問 	 サーフィン以外のマリンレジャーの方向性は。
答 	 関係者と連携して、市民や観光客が、個人や家族、

友人同士で、気軽にマリンレジャーを楽しむこと
ができる場づくりに取り組んでいく。

問 	 用途を終えた公共施設の利活用の方向性は。
答 	 公共施設を市民共有の貴重な財産と捉え、法規制

等の条件が整うことを前提に地域の活力創出や財
源確保、財政負担の軽減につながる利活用を推進
していく。

問 	 市内の子どもたちが希望する高校に行きやすい支
援の方向性は。

答 	 大きく4点の視点とそれに応じた取り組みの方向
性が必要と捉えている。1点目は、生徒との対話
から生徒に見合う高校に関する情報提供に努め
る。2点目は、公共交通網の維持とともに接続性
や利便性の向上を図り、通学困難に至ることがな
いように努める。3点目は、高校進学における経
済的負担の軽減について、市内在住の高校生の公
平性も踏まえ近隣市や国・県の動向も注視し、効
果的な支援策を研究していく。4点目は、生徒た
ちが不利益を被ることのないよう、愛知県市町村
教育委員会連合会等を通じ、改善、制度の拡充等
を愛知県教育委員会に要望していく。

問 	 道路通行に支障のある民地からの枝木のはみ出し
といった道路の安全を確保していくための方向性
は。

答 	 道路管理者として所有者に対し、枝払い等の適切
な管理を求め、安全確保に努めていただくよう丁
寧な説明と粘り強い指導を行っていくとともに、
空き家・空き地対策や福祉・防災・市民協働の関
係各課の取り組みと連携を深め、地域全体の安全・
安心を確保するため実効性の高い施策を検討して
いく。

市の特性を生かしたまちづくりについて

救急搬送の時間短縮を図る

浜松湖西豊橋道路整備に伴うまちづくりは

岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

青嵐会

自由民主党田原市議団 
小

お

川
がわ

  金
きん

一
いち

山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

真
ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

新政田原自民クラブ
中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

村
むら

上
かみ

  誠
まこと

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

市民クラブ
柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

公明党田原市議団
辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

国民民主党田原市議団
中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

空のひばり会
中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

人口減少・少子高齢化を踏まえた
まちづくりについて

お知らせ　information 令和８年第３回定例会（９月議会）会期
８月２８日(金)～９月１８日(金)

8/23 24 25 26 27 28 29

30 31 9/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

日 月 火 水 木 金 土

開会時刻は１０時です。（９月４日の総務産業委員会は１３時３０分からです。）
※日程および時間は、変更になる場合があります。

マークの日に、一般質問の映像をケーブルテレビ・インターネットで中継していますので、ぜひご覧ください。
本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。

本会議
（議案審議）

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会
(補正予算)

予算決算委員会
(決算認定)

予算決算委員会
(決算認定)

議会運営委員会 本会議
(採決等)

本会議
（議案審議）

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会 議会運営委員会

本会議
(採決等)
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田原市議会の個人情報保護制度の施行状況

▪開示請求等の施行状況

開示請求
決　定　の　内　容

訂正請求
利用停止
請　　求

審査請求全部開示 一部開示 不開示 うち不存在
０件 ０件 ０件 ０件

　田原市議会の個人情報の保護に関する条例第51条の規定に基づき、令和7年度の施行状況を次の通り
公表します。

賛否が分かれた議案
決議案第１号「小川貴夫議員に対する問責決議」

結　果
（賛成:反対）

可決
（11：4）

〇…賛成　×…反対　―…議長、小川貴夫議員は議決に加わらない
退…採決時、退席していた議員

問
責
決
議
と
は

国
ま
た
は
地
方
自
治
体
の
議
会
に
お
い

て
、政
治
的
任
用
職
に
あ
る
者（
官
僚
な
ど
）、

ま
た
は
議
員
の
責
任
を
問
う
こ
と
を
内
容
と

し
て
行
わ
れ
る
決
議
の
こ
と
。
議
会
の
意
思

表
明
で
あ
り
、
法
的
拘
束
力
は
有
し
な
い
。

真
野　
尚
功

古
川　
幸
宏

内
藤
喜
久
枝

小
川　
金
一

内
藤　
　
浩

柳
元　
浩
幸

　
今
回
の
件
は
決
し
て
故
意
で
は
な
く
、
誤
り

に
気
づ
い
た
時
点
で
議
事
の
正
確
性
の
た
め
速

や
か
に
訂※
正
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で「
反
省
し
て
い
な
い
」と
述
べ
た
の

は
、委
員
会
の
最
終
日
ま
で
の
時
間
が
少
な
く
、

自
身
の
判
断
が
整
理
で
き
ず
質
疑
自
体
を
取
り

下
げ
る「
削
除
」を
決
断
し
た
た
め
、
本
意
と
し

て
は
、今
で
も「
反
省
し
て
い
る
が
納
得
で
き
な

い
部
分
が
あ
る
」と
言
う
べ
き
で
し
た
。

　
迷
い
の
中
で
最
終
的
に
質
疑
を
取
り
下
げ
る

決
断
を
し
た
経
緯
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
慎
重

な
審
議
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
川
貴
夫
議
員
は
、
予
算
決
算
委
員
会
に
お

い
て
客
観
的
事
実
に
基
づ
か
な
い
発
言
や
誤
解

を
招
く
発
言
を
繰
り
返
し
、
度
重
な
る
発
言
取

り
消
し
を
行
っ
た
。こ
れ
は
市
民
の
代
表
と
し

て
の
準
備
不
足
で
あ
り
、
無
責
任
な
姿
勢
で
あ

る
。さ
ら
に
、直
近
の
発
言
取
り
消
し
か
ら
わ
ず

か
10
日
後
の
議
員
懇
談
会
で
は
「
発
言
取
り
消

し
に
つ
い
て
は
反
省
し
て
い
な
い
」
旨
の
発
言

を
放
っ
た
。

　
こ
の
行
為
は
議
会
の
規
律
と
権
威
を
著
し
く

軽
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
田
原
市
議
会
は
猛
省

と
誠
実
な
反
省
を
行
動
で
示
す
よ
う
強
く
求

め
、同
議
員
を
問
責
す
る
も
の
で
あ
る
。

▪小川貴夫議員　弁明 ▪提案説明

※「訂正」と発言しているが、正しくは「取り消し」である。
発言の訂正とは、数字の読み違い等字句に限るものだけで、
事実誤認に基づく発言の場合は、その趣旨を変更すること
ができないため、誤った発言を取り消すことしかできない。

小川貴夫議員に対する問責決議　可決

賛
成
討
論
を
し
た

議
員

反
対
討
論
を
し
た

議
員

岡
本
　
禎
稔

－

内
藤
喜
久
枝

×

平
松
　
昭
徳

◦

中
野
　
哲
伸

◦

古
川
　
幸
宏

×

岡
本
　
重
明

◦

中
村
健
太
郎

◦

小
川
　
貴
夫

－

鈴
木
　
和
基

◦

中
神
　
靖
典

◦

古
川
　
美
栄

◦

真
野
　
尚
功

×

山
上
　
勝
由

退

柳
元
　
浩
幸

◦

辻
　
　
史
子

◦

村
上
　
　
誠

◦

内
藤
　
　
浩

◦

小
川
　
金
一

×

討
論
の
詳
細
は
、今
後
公
開
さ
れ

る
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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●実施方法
ワークショップ型の意見交換会です。６～７名程
度のグループに分かれて、テーマについて意見
交換を行います。

開催します

●問い合わせ先
田原市議会事務局
☎ 0531-23-3533
 gikai@city.tahara.aichi.jp

日　　時 ： 令和8年8月11日（火・祝）
  午後1時30分から午後3時まで
場　　所 ： 渥美文化会館　多目的ホール
テ ー マ： 田原の未来について
対 象 者 ： 中学生以上25歳程度までの若者
定　　員 ： 30名程度
申込方法 ： 8月6日（木）までに右の二次元
  コードからお申し込みください。

　4月28日（火）田原福祉センターにおいて、令和８年第１回定例会の議会報告会およびテーマごとに意見交
換会を行いました。頂いたご意見はご意見は全て議員全員で共有し、政策提案の検討材料としています。
※ご意見は抜粋して掲載しています。

中途半端な「三流の都市」を目指すのではなく、「一
流の田舎」を目指すまちづくりをしてほしい。

介護、子育てなどで働けない人のサポートとして、
農業で稼げる仕組みづくりをしてほしい。

静岡県で取り組んでいる未来授業をしてほしい。

障害のある子どもの土日の居場所がない。

交通機関等利用時の補助の拡充をしてほしい。

日本の精神性を学ぶ「座禅」、「瞑想」などのしつ
け教育が必要と考える。

ドッグランが欲しい。他県からも人が集まる。

PTA役員の仕事が多い。PTAの予算が少ない。

自然の魅力がいっぱいあるのに、リゾート地として
の魅力が不足している。

はなとき通りをキラキラした華やかな通りにしてほ
しい。

意見交換会テーマ　福祉について

意見交換会テーマ　教育について

意見交換会テーマ　まちづくりについて
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令和７年度政務活動費
▪令和７年度収支報告

会派名 所属議員数（期間） 交付額(円) 支出額(円) 返還額(円)
自由民主党田原市議団 ６人（R7.4.1～R8.3.31） 1,440,000 1,508,385 0
新政田原自民クラブ ６人（R7.4.1～R8.3.31） 1,440,000 1,254,034 185,966
市民クラブ ２人（R7.4.1～R8.3.31） 480,000 333,218 146,782
公明党田原市議団 １人（R7.4.1～R8.3.31）  240,000 240,191 0
青嵐会 １人（R7.4.1～R8.3.31） 240,000 0 240,000
国民民主党田原市議団 １人（R7.4.1～R8.3.31） 240,000 185,827 54,173
空のひばり会 １人（R7.4.1～R8.3.31） 240,000 198,817 41,183

詳しい収支は、田原市議会ホームページをご覧ください。

7月1日
鳥取県日吉津村議会行政視察受入

4月23日
第109回東海市議会議長会
定期総会

6月5日
全国市議会議長会表彰
東海市議会議長会表彰

静岡市で開催され、議長が出席しました。

4月10日
田原市戦没者追悼式

全議員が参列し、戦没者を追悼しました。
また、議長が議会を代表して追悼の辞を
述べました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

5月18日
高知県南国市議会行政視察受入

高知県南国市議会が、本市の園芸産地形
成の農業所得向上の取り組みについて視
察しました。

6月11日
ヘルメット着用訓練

鳥取県日吉津村議会が、本市の政策立案
に役立つ図書館活用について視察しまし
た。

長きにわたり市政の発展に寄与した功績
により、平松昭徳議員と小川貴夫議員が
表彰されました。

万一の災害に備え、議場で防災ヘルメッ
トの着用訓練を行いました。

▪政務活動費とは
　議員の調査研究、その他の活動をするために必要
な経費の一部として、会派に交付される費用です。
　田原市議会では、1人当たり、年間24万円（月額
2万円）を会派に交付し、領収書等を添付した収支
報告書が提出されています。
　年度ごとに精算し、残額がある場合は、市に返還
しなければなりません。

東三河の各市の状況は…
《議員１人当たりの交付額》(令和7年度現在）
	 豊橋市議会	：	年間	 108万円
	 蒲郡市議会	：	年間	 29万円
	 豊川市議会	：	年間	 27.6万円
	 田原市議会	：	年間	 24万円
	 新城市議会	：	年間	 15万円

会派の構成
令和８年７月１日より、会派の名称および構成が次のようになりました。

会派名 所属議員数 会派名 所属議員数 会派名 所属議員数
田原自民クラブ ７ 自由民主党田原市議団 6 市民クラブ ２
公明党田原市議団 １ 青嵐会 １ 国民民主党田原市議団 １
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※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん

・シニアハウスにじいろ田原 ・訪問介護にじいろケア
・デイサービスにじいろ田原 ・にじいろケアプランセンター
田原市豊島町道南22番地3 代表TEL 0531-29-0501

安心とやさしさのにじいろ

株式会社ケアサポートにじいろ
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あ
か
ば
ね
塾

大
場
可
さ
ん
・
渡
辺
幸
久
さ
ん

Vol.50

（
聞
き
手:

内
藤
喜
久
枝
）
令
和
８
年
6
月
取
材

｜
｜

ウ
ミ
ガ
メ
観
察
と
保
護
の
き
っ
か
け
は
。

　
あ
か
ば
ね
塾
は
1
9
9
1
年
に
旧
赤
羽
根
町
で
街
づ
く
り
の

活
動
団
体
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
赤
羽
根
に
ウ

ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
来
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、
観
察
が
始
ま
り

ま
し
た
。

｜
｜

30
年
以
上
に
わ
た
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
観
察
を
続
け
て
い
る
わ

け
は
。

　
1
9
9
2
年
6
月
29
日

午
後
4
時
頃
に
高
松
の
浜

で
産
卵
に
来
た
ウ
ミ
ガ
メ

の
観
察
が
で
き
ま
し
た
。

産
卵
を
終
え
海
に
帰
っ
て

い
く
母
亀
が
、
海
に
帰
る

前
に
こ
ち
ら
を
向
き
、
卵

を
よ
ろ
し
く
と
3
回
前
足

を
振
っ
て
い
き
ま
し
た
。

頼
ま
れ
た
か
ら
に
は
応
え

た
い
と
の
思
い
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

｜
｜

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の
た
め
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

か
。

　
当
時
は
浜
に
乗
り
入
れ
る
進

入
車
両
の
防
止
看
板
を
立
て
た

り
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
ま
た
6
月
か
ら

8
月
半
ば
ま
で
毎
朝
、
浜
で
ウ

ミ
ガ
メ
の
上
陸
が
あ
る
か
観
察
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
小
学
生

と
一
緒
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
観
察
や
放
流
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

｜
｜

名
古
屋
港
水
族
館
と
関
係
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

　
名
古
屋
港
水
族
館
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
赤
羽
根

の
浜
の
砂
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

放
流
の
時
に
は
、
赤
羽
根
ま
で
子
亀
を
連
れ
て
き
て
も
ら
い
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜

こ
れ
か
ら
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
の
方
針
は
。

　
自
分
た
ち
が
で
き
る
ま
で
頑
張
り
ま
す
。
そ
の
後
は
時
代
に

任
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
最
近
協
力
し
て
く
れ
る
若
者
た

ち
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。


